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令和４年度

所管部・課 作成日

歳入 907 正職員 3 修正日

歳出 13,679
会計年度
任用職員

3 評価日

項目 R1実績 R2実績 R3実績 R4目標 R4結果

1 市民

基準利用者数の達成 年間利用者数
13,200人以上
（単位：人）

17,470 10,408 11,873 13,200 12,221 過去3年間の平均を目標値とし
た Ｃ：未達成

2 市民

事業満足度 アンケート調査による事
業満足度95％以上
（単位：％）

94 95 97 95 99

Ｂ：達成

3 市民

自主グループ化 年間自主グループ設立
数2件
（単位：件）

1 1 2 2 2 主催事業参加者による自主グ
ループ化を支援 Ｂ：達成

4 財務

施設利用者一人当たりの運
営経費

施設利用者一人当たり
の運営経費930円以下
（単位：円）

681 1,166 945 930 841 過去3年間の平均を目標値とし
た Ｂ：達成

5 財務

施設年間使用料の確保 施設使用料収入年間
470千円以上
（単位：千円）

638 367 409 470 492 過去3年間の平均を目標値とし
た Ｂ：達成

6 業務

学校・地域団体と協働 年間協働事業開催数3
件
（単位：件）

4 1 2 3 4 学校、コミ協等との連携・協働

Ｂ：達成

7 業務

安全確保体制の確立 消防訓練実施数2回
（単位：回）

2 2 2 2 2

Ｂ：達成

8 人材

人材育成 研修受講の年間回数 10 9 18 13 26 公民館主催研修、市・県行政
機関主催の研修への参加 Ｂ：達成
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目標 参考・補足

年度

視点
評価指標

施設名

施設の
設置目的

No. 評価

当初人員(人） R4.6.28

　市民のために、実際生活に即する教育、学術及び文化に関する各種の事業を行い、もって
住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進
に寄与する。これら事業を通して、地域づくりを担う人材育成、コミュニティの充実や地域活性
化を推進する。

当初予算（千円）

R5.7.31

主な事業等
目標達成状況
未達成理由

新潟市横越地区公民館 教育委員会中央公民館

主催事業にてアンケートを実施

主催事業（ゆりかご学級、川柳
講座）

前年度に比べ微増であるが、公民
館事業への参加が伸びず、目標を
達成しなかった。

事業への満足度を肯定的にとらえて
いる割合が99％と、目標を達成し
た。

　施設の有効活用の視点から利用者数、使用料、運営経費を指標として設定しています。また、公
民館は単なる施設の貸し出し、集客のみを目的とする施設ではないことから、上記の「施設の設置目
的」の達成度を評価するため、利用者の満足度、自主グループ化や連携事業開催数も指標として設
定しています。
　あわせて、新型コロナウイルス感染拡大防止の対策を徹底するとともに、災害など緊急時の対応訓
練を繰り返し実施するなど、利用者の安全確保のための指標や、職員に必要な知識技能の習得を
図るための目標を設定しています。
 
 

　　横越地区の住民を中心に、市民の学びやつながり、想いをカタチしていく場の質的向上に努めた。方向性は以下のとおりです。
・新型コロナ禍前の利用者数（賑わいと交流）に近づくべく、施設の有効活用や地域との関係深化を進める。
・当公民館のグランドデザインを示し、地域や学校、関係機関・団体等が持つ資源（ハード・ソフト）を相互活用しながら、地域づくり・人づくり
の場を構築する。事業の質的向上を前提に、継続または統合（廃止）、新規取り組みを図る。
・横越小・中学校区運営協議会に参画し、地域や学校と協働で地域課題の解決や人材育成につながる事業等を展開する。

参加者同士が関係づくりを構築し、
学びの成果を活かそうと、自主的に
グループを結成。目標を達成した。

新型コロナ禍の中、前年度に比べ
利用団体の活動復調により、使用
料収入増となり、目標を達成した。

よこごしがっつり塾、こども映写
会、ぴかぴか大作戦等

利用者数微増の中で、施設の効率
的運営に努めた結果、目標を達成
した。

取り組みについて（目標設定の考え方など） 総合評価　（評価を踏まえた課題分析・方向性など）

施設維持管理費の削減
（省エネや消耗品費等の削減）

消防訓練、消火設備使用訓練

生涯学習関係新任職員研修や
Zoomなどの各種研修会に参加。
目標を達成した。

消防計画に基づき、年２回実施。
目標を達成した。

・公民館職員研修
・職場研修等

小中学校、地域コミ協、NPO法人
等と連携協働で事業に取り組み、
目標を達成した。


